
 

【様式１-2】 

NHO フェローシップ プログラム申請書 

 

 

１．研修プログラム名： 乳腺専門医（乳腺外科専門医）取得プログラム 

    病院名：北海道がんセンター 

 

２．診療科（専門領域）：乳腺外科 

 

３．コースの概要 

留学期間中、乳腺外科にて日本乳癌学会が定める専門医取得に十分な乳癌症例数を

経験する。 

 

４．目標 

短期目標 

乳癌のバイオロジーを理解し、乳癌の診断および初期治療から転移・再発乳癌の

治療に必要な基本的かつ幅広い知識、技術、判断力を身につける。 

 

長期目標 

乳腺腫瘍学の専門知識と幅広い臨床能力を取得し、外科医・臨床腫瘍医としての

全人的な育成を行う。日常の臨床経験の蓄積と客観的評価が科学的根拠（エビデン

ス）に結びつくことを理解し、臨床試験を実践することが出来る。 

 

5．取得手技 

①診断について 

・ 理学所見、画像（マンモグラフィー、超音波、ＣＴ、ＭＲＩなど）、組織診断を

正確に評価し、治療に必要な病態の理解を行える。 

②治療について 

・標準的で整容性に優れた手術を安全に施行できる。 

・ 乳房再建手術を経験する。 

・ 薬物療法の適応を理解し、安全に実践することができる。 

 

6．研修期間：６ヶ月 

 

7．募集人数：1 名 



 

8．診療科の実績 

 実績（年間） 

   乳癌手術 428 

   入院患者数 34（１日平均） 

   外来患者数 100（１日平均） 

  化学療法数 5000 

 

9．診療科の指導体制 

診療科医師数  常勤   6 名 

診療科研修の指導にあたる医師    ２名 

主として研修指導にあたる医師の氏名   渡邊 健一、富岡 伸元   

〃        経験年数        30     年 

 

 

10．コンセプト 

当科は乳癌専門診療科としてあらゆる症例を受け入れ診断、治療を行っている。乳

癌は手術とともに薬物療法、放射線治療を含めた集学的治療が必要である。初期治療、

転移・再発治療を合わせ、全国でも有数の症例数を扱っている。専門的な放射線治療

科を持っている。乳房再建を施設内で施行可能である。治験や医師主導臨床試験にも

多く登録し、臨床研究の考え方、手法を学ぶことが出来る。 

 

11．その他（研修関連情報など） 

研修教育プログラム（週一回） 

臨床カンファレンス（週一回） 

 

 


